
















浜芦屋町防災意識アンケート（暫定）
Q 1．浜芦屋町は災害に対し安全な地区だと感じていますか。それとも危険だと感じていますか。

ある程度危険

ある程度安全

危険

安全

わからない

2022年12月実施
492世帯に配布、54件の回答（Google Form分）、回答率11%



Q 2．自宅での就寝中の地震に備えて、枕元など身近なところに何かを用意していますか。



Q 3．家族や身近な人と、災害が起きた時の安否確認方法について話し合い、取り決めていますか。

家族等との安否確認方法を決めている

家族等との安否確認方法を決めていない



Q 3-１．それはどのような方法ですか。



Q 4．芦屋市津波防災情報マップでは、南海トラフ巨大地震発生後111分後に津波が到達することが予想され
ています。発生後、避難する場所（一時的に避難する場所を含む）を予め決めていますか。

避難場所を
決めている

避難場所を決めていない



Q 4-1．一時的に避難する場所をお答えください。



Q 4-2．浜芦屋町内に一時的な避難場所があれば避難しますか。

浜芦屋町内の一時的な
避難場所に避難する

浜芦屋町内の一時的な
避難場所には避難しない



Q ５．家族が離れ離れで被災した場合の事態に備えて、どのような対策をとっていますか。



Q 6．あなたの家は、阪神・淡路大震災のような「大地震」に対しても大丈夫だ（倒壊や損傷をしない）と思います
か。それとも危ないと思いますか。

大丈夫
たぶん
大丈夫

少し危ない

危ない

わからない



Q 7．大地震に対して、どのようなことが不安ですか。



Q 8．あなたの家では、大地震が起こった場合に備えて、どのような対策をとっていますか。



Q 8-1．家具や冷蔵庫などを固定していない理由は何ですか。



Q 9．「緊急地震速報」をご存知ですか？

知っている
知らない



Q10. ここ３年ぐらいの間に防災関連のイベント（訓練や講演会など）に参加したことがありますか。



Q10-1. 防災訓練、イベントの参加や見学しないのはなぜですか。



Q11．災害が発生した時にその被害を軽減するために取る対応について、国や県・市による「公助」、地域の住
民やボランティア、企業等の連携による「共助」、自ら身を守る「自助」というものがあります。災害発生時に取る
べき対応として、この中からあなたのお気持ちに最も近いものを１つお答えください。

公助に重点共助に重点

自助に重点

わからない



Q12．地域で大規模な災害が発生し、住民同士の助け合いが必要になった場合、あなたなら何ができると
思いますか。



Q13．災害時の行政による活動のほかに、地域の活動において一翼を担うべきものは何だと思いますか。



Q14．15歳以下の子どもさんがいらっしゃる世帯へお聞きします。
――> 該当しない世帯は 「Q15」 へ

災害時、子どもさんに対して避難や安否確認の方法等のお話をされていますか。



Q14．15歳以下の子どもさんがいらっしゃる世帯へお聞きします。
――> 該当しない世帯は 「Q15」 へ

災害時、子どもさんに対して避難や安否確認の方法等のお話をされていますか。



Q15. 災害発生時は、まず自分自身が無事であることが重要であり、そのために、一人ひと
りが自分の身の安全を守ることを「自助」といいます。自助を強化するために浜芦屋町では
どのような取り組みをしたい／すればよいと思いますか。
※自分自身を守ることを「自助」といいますが、乳幼児や支援が必要な方が家族にいらっしゃる方に
とっては、この家族を守る事も「自助」と言えます。また、家（建物）を守ること、家具等を固定する
こと等は誰かがしてくれるわけではありません。家の安全対策を行うことも「自助」と言えます。
22 件の回答

わからない
地震後の二次災害(火災等)への確認
こえかけ
あくまでも自助で、特段にはありませんが飲料水の確保を願えれば有り難い
一人一人の意識を高める情報提供、学びの機会の提供
地震で揺れた際に机の下に潜った時の効果や特殊な災害の時にどういう身の守り方をすればよいかの講
習など
通院や、なかなか時間がとれないで集まりに参加していないが、津波の時などの逃げる訓練
家族との話し合いを重ねて、防災意識をたかめる
早急に自治会の確立。町内会づくり(明るく住みよい地域社会)大事なのは、近所付き合い！！
自分が迷惑にならない
各家庭での自助を助けたりスムーズにするためにも、まず町民どうしがよく知り合う機会を作らないと
いけないと思います。



よくわからないですが、最低限、顔見知りになっておかないと、とは思います
道の整備、巡回、撤去指導
非常袋の用意
家具を固定水を入れる物懐中電灯食料品
定期的な会報配布と募金活動時に声かけ
災害時に必要なものはこんなものですよ～という物品一覧をまとめた、かわいいイラスト入のチラシを配布し
てはどうか？
津波てんでんこを徹底する
質問の意図がわかりません
自助ができるための補助
災害に備える。準備する。
防災講座を定期的に行う。町内の人と顔見知りになるようなイベントを自治会で設ける。
災害当日は家族分の食料や水があれば良いと思います。
先ず自分達で出来ることはするのが大事ですが、その為の知識を広めること。やはりご近所さんとも助け合え
るようにイベントとか。
情報発信



Q16. その他、防災に関する意見等があればお聞かせください。
6 件の回答

阪神淡路大震災、自宅マンションのガス爆発、消火活動による水害等。経験してきたので何
をすべきかは、ある程度理解しているつもりではあるが、何が起こるかわからない時代です。
信用できるのは、自分と家族だけと思っています。
Q15に関連しますが、現状はごく近所の人でも顔も名前も知らなかったり挨拶すらしない人
もいて、いざという時に助け合うことができるのか不安です。自分も含めて、もっと町内で
密な関係を築く事が必要だと思います。
サイレンやアナウンスが聞こえない
津波が来ると思うと、とにかく北に向かって避難したいが、精小や市役所では不安それでい
つもどこに避難するか悩みます。ペットもいるのでそれもネックになっています。
阪神淡路大震災で被災した（津知町にいた）人間ですが、当時一番言われたことで抵抗が
あった言葉が自助です
太陽光発電の更なる普及
公助に対してわかりやすく、具体的に示してほしい。

Q16. その他、防災に関する意見等があればお聞かせください。



男性

女性



60～69歳
70～79歳

80～89歳

50～59歳

40～49歳

30～39歳



一人暮らし

夫婦のみ

夫婦＋子供
（15歳未満）

夫婦＋子供
（15歳以上）



1年未満

1年～5年未満
5年～10年未満

10年～20年未満

20年～30年未満

40年～50年未満



よく付き合っている

ある程度付き合っている

あまり付き合っていない

全く付き合って
いない


